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    霧島の物件を、物語に！とうとう今年度最後のリノベーションまちづくり講演会！ 

   今回は第 3 弾！！ 

   日本のリノベーションの第一人者、大島芳彦氏の講演会を開催！ 

 

第１回、第 2 回とこれまでに、延べ 200 名以上に参加いただいたリノベーションまちづくり講演会

の第 3 回目を開催します。 

今回は、不動産オーナーのご協力を得て、まちなかの空き店舗をお借りして開催することになりま

した！まちなかにある日常の価値に目を向け、時代の変化に合わせてまちをどう再編集していくのか。

まさに「なぜ僕らは今、リノベーションを考えるのか」について、皆さんと一緒に学びたいと思いま

す。ご多忙中とは存じますが、ぜひご取材いただきますようお願い申し上げます。 

 

  ■講 演 「なぜ僕らは今、リノベーションを考えるのか」 

  ■日 時 令和元年 11 月 15 日（金）  

■時 間 午後 6 時～午後 8 時 

■会 場 旧ミヤタカンパニー跡ビル１Ｆ（霧島市国分中央三丁目６－８） 

    ■定 員 100 名（先着） 

 

□講 師 大島 芳彦（おおしま よしひこ）氏／㈱ブルースタジオ専務取締役 

□内 容 リノベーションとは、建物を修復して原状回復することでなく、人と地域を変えるこ

と。古い建物を壊して新しく建て直すと、過去はリセットされてしまう。先代が何を

考えていたのか理解した上で、それを解釈し直して、地域の価値につなげることこそ

がいま必要です。そこで問われるのはオーナーの姿勢。不動産を経営するオーナーが

当事者意識を持たなければ、資産運用の本質的な答えは見つかりません。プロジェク

トを成功させるためには、まずオーナーの意識改革、オーナーのリノベーションも必

要となっています。 

 

□キーワード 空き家は資源、関係性のリ・デザイン、偉大なる日常、共感の連鎖、消費者の時

代から当事者の時代へ、あなたでなければ、ここでなければ、いまでなければ 

 

□参加料 無料（要申込） 

   

□申込方法 

   11 月 13 日（水）までに電話または市ホームページの「エントリーフォーム」から申し込み 

 

□主 催 霧島市 

□後 援 霧島商工会議所、霧島市商工会 

□企 画 株式会社リノベリング 
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国分新市街通り（昭和 30 年代）           国分旭通り（昭和 40 年代） 

 

□参加者の声（第 2 回講演会アンケートから） 

・明日から当事者市民として頑張るための力を貰えた。（30 代男性） 

・期待値を上げるという考えがなかったので、いい勉強になりました。（20 代男性） 

・自立した市民の方と一緒に良いマチをつくっていきたいと思いました。（50 代男性） 

・将来もしかしたら店を経営したりするかもしれないので、今日の話を忘れずに何事にも自信を

もって生きていきたいです。（10 代女性） 

・「続ける」ことに重要性を感じ、今に価値を感じる→未来をつくります。また地道な活動→明日

の仕事にヒントを得た。実際に行動します。（30 代男性） 

・何が起こるかわからない将来を切り拓くには一歩踏み出すことが大切なことがわかった。色々

なことに一歩踏み出して実際に行動しようと思った。今後にこの講演で学んだことを活かして

いきたい。（20 代女性） 

 

第２回リノベーションまちづくり講演会 参加者写真 

 

 

 

【お問い合わせ】 

霧島市商工観光部商工振興課 宮之原 

TEL：0995-45-5111（内線 2512） 

FAX：0995-64-0958 

←市ホームページはこちら 


